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～手話言語の力～
しょう　　が　　　い　　 がく　 しゅう

笑甲斐楽修

教育委員長
　　　後藤　正人

　前頭葉や海馬の活性化を期待して始めた習い事。
早くも講師が手を焼いている生徒になっていること
を実感しつつも、今のところ講習に通い続けている自
分を密かに褒めている。学びを始めて「手話」につい
ての見方・考え方が大きく変わった。手の動きで相手
に自分の思いを伝えるのが手話だと単純に理解して
いたが、口の空け方や目の動き・指の差し方、そして、
顔の表情などに、手の動きを加えて、相手に正確に伝

えていくのが手話の基本であることを学んだ。コミュニケーションを図る際に本来大事にしてきた事柄
をいつのまにか軽視していることに改めて気付かされた。
　先ずは、相手の表情や手の微妙な動きを注視しながら、相手の思いや願いを受け止め、関わりを深め
ていける手話の魅力は計り知れない。
　今の世の中、発声言語に依存し過ぎる傾向がある。一方、相手の目を見ようともせずに形骸化した心
ない身勝手な言葉がまかり通り、それによって、傷つく人も多く、社会問題にもなっている。多様な伝え
方・豊かな表現力を身に付けることは、他者理解につながる一歩であると信じている。我が国が手話を
正式な言語として認定するまでには、人権や差別に対する幾多の試練や困難の中、運動を続けてこられ
た多くの人たちの永きにわたる取組みの歴史が背景にあることも学ぶことができた。少しでも多くの人
たちに手話について正しく理解していただくことを願う一人になりたいと思った。
　それにしても、幾つになっても講師の先生から褒められるのはう
れしいものである。また、ぎこちない私の手話発表にもかかわらず
受講仲間から寛大な拍手をいただけるのも励みになる。時には妻の
叱咤激励も奮起の元になる。これらを支えに何とか修了の証をいた
だけるまで頑張るつもりである。
　手話言語を日常会話の一つとして取り込みながら、人間力の幅を
少しでも広げていけたらと願っている。

※本文と写真は直接関係ありません。

「手話」を学ぶ市民のみなさん



栃木市教育ニュース

　栃木市では、市のマスコットキャラクター
「とち介」にちなんで名付けた「とち介ラン
チ」を提供して食育を推進しています。

　みなさんにご協力いただいているおかげで、食に関するアン
ケート結果を見ると知っている特産品の数も増え、ほとんどの児童
生徒が給食を「好き」または「まあまあ好き」と答える良い結果で

した。これからもより一層、食育
をみんなで支えていけると
嬉しいです。(詳しくは市ホーム
ページ掲載の食育だよりをぜひご覧
ください)

　近年、子ども達を取り巻く環境の変化によ
り、心の健康問題、アレルギー疾患、薬物乱

用、感染症等、様々な健康課題が生じています。このような中、学校では学校保健安全法に基づいて、定期健
康診断や保健指導を行い、家庭との連携を図り、早期治療や疾病の予防に努めています。
　また、児童生徒の生涯にわたる健康の保持増進に必要な実践力の育成や、救急・防災に関する意識を高め
るなど、命の大切さを学ぶ授業を行っています。

　教育部保健給食課は、平成２８年度の組織改編により新設されました。児童生徒の健やかな心と体を育
むため、各種健康診断、むし歯予防事業、学校の環境衛生検査、安全で安心なおいしい学校給食の提供と
食育ほか、様々な業務に取り組んでいます。 ここでは、その中から以下の事業をご紹介します。

子どもたちの‘いのち’を守る授業

「とち介ランチ」

応急手当・心肺蘇生法（ＡＥＤの使用方法）を学ぶ「救急救命講習」 知っていることで救われる「脳卒中予防教室」

市長と寺尾学校給食農産物供給会
篠﨑藤重会長との交流給食

トマトの農家早乙女修一さんとの
授業と交流給食

栃木農業高校の生徒の指導のもと、児童が
市の特産品の宮ねぎの栽培と料理の取組

　栃木市教育委員会では、‘ふるさとの風土で育む人づくり・まちづくり’を
スローガンに掲げ、本市ならではの教育を推進しています。
　今号の『栃木市教育ニュース』では、保健給食関連の話題を市民の皆様にお知らせします。

西脇 教育委員より　
　手を合わせて「いただきます！」子どもたちの笑顔が一番輝く給食の時間です。
地元の野菜を中心に美味しく味付けされた給食。特に「とち介ランチ」はみなさん
楽しみにしていることでしょう。
　給食タイムは子どもたちのおしゃべりタイム。家であったこと、家族のこと、テレ
ビやゲームの話…とっても楽しそう。そして給食終了、今日も感謝の気持ちを込め
て元気よく「ごちそうさまでした！」

若林 教育委員より
　栃木市では、とち介ランチを取り入れる等、
以前から食育指導に力を入れてきましたが、昨
年西方中が学校給食の普及や充実に優秀な成
果を上げたとして、「文部科学大臣表彰」を受
けました。
　県内唯一という事で、この素晴らしい取組を
市内の小中学校に広げると共に、心と体の成長
にはバランスのとれた食事を取ることが大切だ
という事をしっかりと学んでほしいと思います。



教育委員の活動日誌
　教育委員の活動は、毎月の定例教育委員会をはじめ多岐にわたっています。今号
では、その中でも大きな主催イベントである「栃木市教育祭」の様子を紹介します。

　昨年11月11日（土）～13日（月）に、栃木文化会館を
会場に「栃木市教育祭」を開催しました。
　13日の式典では、後藤教育委員長による主催挨拶や
鈴木市長による来賓挨拶、教育功労者や善行功労児
童・生徒、教育祭標語優秀作品への表彰が行われまし
た。記念アトラクションとして栃木中央小学校、栃木第三小学校、栃木第四小学校の児童による朗読や群読が
披露されて、会場も大いに盛り上がりました。
　また、開催期間中には文化会館内に展示コーナーが設けられ、児童・生徒の作品展示や市内の幼稚園・保育
園・小学校・中学校・高校の様子が紹介されました。

主催者挨拶

教育功労者

（栃木市教育の紹介・中学生広島派遣団の様子・児童生徒の作品・市内幼保小中高各種学校の紹介）

善行功労児童

善行功労生徒 優秀作品

栃木中央小

栃木第四小栃木第三小

来賓挨拶

展示コーナー

福島 教育委員より
　今回表彰された方が、私に事前に聞いてきた。「表彰されるつもりでやって
いるわけじゃないから、表彰は受けなくてもいいか？」。同じ思いの人も多い。
ありがたいことだ。
　こういった人たちのたくさんの善意に支えられて、学校運営は成り立ってい
る。今回は表彰の対象になっていないが、ＰＴＡ会長を支えてきた役員たちや、と
ちぎ未来アシストネット事業に協力してくれた多くの人々にも心から感謝したい。

林 教育委員より
　表彰された子どもたちが、将来こんなふうに思ってくれたらいいで
すね・・・
　「ボクの机の引き出しの奥には、大切なものがしまってある。栃木市
の教育祭っていう行事で、偉い人からいただいた小さめの賞状さ。何人
かと一緒にもらったのだけど、人前で渡されたのはボクは初めてだった
んだ。お母さんは、ああそんなこともあったね、ってくらいだけど、あの時
の珍しいくらいの先生の笑顔、勝手に速くなり出している心臓のリズ
ム、倒れるほどまぶしかったステージのライト、をボクは忘れない。」

栃木市教育祭を開催しました!

表 彰 式（写真は各部門の代表者）

記念アトラクション（朗読・群読）



教育長 通信
　本市の教育については、市指定研究校での実践（人権教育、道徳教育、防災教育等）や

教育委員会による訪問指導、各学校からの情報（学校だより、学校ホームページ等）から、

子どもたちの学力のみならず、教職員の力量（授業力、指導力）も着実にレベルアップしてい

ると実感できます。

　教育は子どもたちの未来から託された、子どもたちの未来を育む営みです。充実した成果を

上げている各学校においては更に、この大目的に適うように小学校と中学校の連携はもちろ

ん、家庭や地域との‘絆’を緩めず、子どもたちの‘一途に天を目ざす「節」づくり’への一歩

を進めて欲しいと思います。

【編集後記】
“教育委員会だより 絆 ”は市民の皆様に、教育への関心を一層高めてもらうため、‘開かれた教育委員会’としての
活動を「分かりやすく」「親しみやすく」紹介していきます。

栃木市教育委員会教育総務課　〒328-8686 栃木市万町９-25　
電話：0282-21-2461 FAX：0282-21-2689　

※ご意見・ご感想は
　こちらまでお寄せください。 Email：kyoumu@city.tochigi.lg.jp

―　栃木市定例校長会（１２月）での話から（抜粋）　―

教育長　赤堀　明弘

ỉኰʼࢧẅᏋ᧙̞ᘙࡇ࠰ᵐᵗ

　平成29年度も栃木市の様々な教育活動に対して、その内容が高く評価され、多くの表彰を受ける機会に
恵まれました。今回はその中から2つのことを紹介します。

　西方中学校と西方小学校給食共同調理場と栃木中
央小学校調理員の野尻恵美子さんが、安全安心でおい
しい学校給食の提供と食育等への取組と成果が認め
られ文部科学大臣表彰を受賞しました。

　東陽中学校が、平成29年度の栃木県優良学校に県
下中学校で唯一選ばれました。選出部門は学校経営で
す。青木稔憲校長先生をは
じめ、これまでの歴代校長
先生、旧職員を含む教職員、
PTAや地域の皆さん、卒業
生、在校生の努力が高く評
価された結果の受賞です。

荒川 教育委員長職務代理より
　私たち大人は、子どもたちにとって学校が『楽しい学びの場』で
あることを願っています。そのためには良い人間関係が大切だし、
授業が理解できることも重要な要因だと思います。それに毎日食べ
る給食がおいしかったら鬼に金棒です。
　これからも栃木市の教育活動が充実し『学校が楽しい』とすべて
の子どもが思えるようになることを期待しています。市長・教育長と受賞者の皆さん

東陽中　青木校長先生

文部科学大臣「学校給食表彰」受賞！
西方中学校　他

栃木県「優良学校表彰」受賞！
東陽中学校


